
〇 〇 〇 〇 〇
一 平 第 市 市
般 成 一 町 町

平 競 十 種 村 村
成 争 三 市 の の
十 支 入 年 街 決 決
三 札 度 地 定 定庁
年 及 再 に に（

告十 物 び 開 係 係

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 道 道 道 公 公 知 道
有 路 路 路 共 共 事 営
水 の の の 測 測 権 土
面 区 供 区 量 量 限 地
の 域 用 域 の の に 改
埋 の の の 終 実 係 良
立 決 開 変 了 施 る 事
て 定 始 更 の の 保 業

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
道 土 平 大 生 生 有 一
営 地 成 規 活 活 害 般
土 改 十 模 保 保 図 競
地 良 三 小 護 護 書 争
改 区 年 売 法 法 類 入
良 の 度 店 に に の 札
事 役 職 舗 よ よ 指 の
業 員 業 立 る る 定 実

第

〇 〇 〇 〇
一 産 一 北
般 業 般 海
競 廃 競 道
争 棄 争 地
入 物 入 告 方 規
札 処 札 競
の 理 馬（
資 施 物 実

号

毎
週
火
・
金
曜

一 示 品 平 発 る る
月 の 成 事 都 都
二 賃 十 業 市 市
十 借 四 の 計 計
日 ） 年 個 画 画

の 度 人 の に
実 に 施 変 関
施 お 行 更 す

け の に る
火 る 終 関 図

競 了 す 書
曜 争 の る の

入 認 図 写

の 及 通 通 安 の
免 び 知 知 林 工
許 供 の 事（
の 用 二 指 の
出 の 件 定 完
願 開 ） の 了
始 解

除

変 の 訓 地 指 介 施
更 退 練 法 定 護
計 任 指 附 介 機
画 の 導 則 護 関
の 届 員 第 機 の
決 出 試 五 関 指
定 験 条 の 定

の 第 変
実 一 更
施 項 （

廃（
変 止
更 ）

格 設 品 示 施 則 目
に の の 条
関 設 賃 例
す 置 借 施
る に ） 行
公 係 の 規
示 る 実 則
許 施 の
可 一
申 部
請 を
書 改 次
の 正

日
発
行

日 札 可 書 し
に の の
参 写 縦
加 し 覧
す の
る 縦
者 覧
に（

出 必（ （ （ （
物 納 要 建 都 都
品 局 な 築 市 市
管 総 資 指 計 計
理 務 格 導 画 画
課 課 等 課 課 課

（
土（ （

建 建 地（ （ （
道 道 道 設 設 改
路 路 路 部 部 良（ （

河 整 整 整 総 総 治 指
川 備 備 備 務 務 山 導
課 課 課 課 課 課 課 課

） の
の 届
届 出
出

（ （
生 生
活 活（ （

土 土 文 文
地 地 化 化（ （
改 改 人 地 ・ ・
良 良 材 域 青 青（ （
指 指 育 産 保 保 少 少
導 導 成 業 護 護 年 年
課 課 課 課 課 課 室 室

内 す
容 る
等 規

則

生
活
文 （
化 廃
・ 棄 （
青 物 市 （
少 対 町 農
年 策 村 政 発行
室 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ）

一 一 一 一 一
四 三 三 三 三
〇 八 八 七 七

下 う 北
第 に 北 海「

く 四 改 海 道
ら 十 正 道 北 規
等 条 す 地 海 則
」 第 る 方 道 第
と 二 。 競 地 百

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
三 三 三 三 三 三 三 三
七 六 六 六 六 六 五 五

北 三
平 海
成 道 こ 施
十 地 の 行
三 方 規 期
年 競 則 日

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
三 三 三 三 三 三 三 三
五 五 四 三 二 二 一 〇

３ ２ １
改 法 を 条 し
め に 勝 加 騎 関 て 検
る 、 馬 算 乗 係 〇 量
こ 普 投 し す ） ・ 員

） ） ） ）
電話

一 一 一 一 ペ
二 二 二 二 ー
九 九 八 七 ジ 印刷

二 一 ◇
こ 加 北

内 と 算 競 趣 海
容 と 重 馬 旨 道
し 量 法 地
た を 施 方

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
一 都
般 市
競 計
争 画
入 道 法
札 教 に

い 項 馬 方 二
う 中 実 競 十
。 施 馬 号「
） 及 条 実
及 び 例 施
び く 施 条
保 ら 行 例
護 下 規 施
ベ 毛 則 行
ス 布 規（
ト 昭 則（
」 以 和 の
に 下 五 一

十 馬 は
一 実 、
月 施 公
二 条 布規
十 例 の
日 施 日
行 か
規 ら
則 施
の 行
一 す
部 る
を こ

と 通 票 た る 。 五 が
と 馬 法 重 馬 キ 前
し 番 の 量 に ロ 検
た 号 う を は グ 量
連 ち 負 、 ラ を（

第 勝 枠 担 負 ム 行
七 複 番 さ 担 を っ
十 式 号 せ 重 減 た
六 勝 連 る 量 じ 場
条 馬 勝 こ に た 合
第 投 複 と 保 重 は
二 票 式 と 護 量 、
項 法 勝 し ベ を 前

。 負 行 競
担 規 馬
さ 則 実
せ の 施
る 改 条
こ 正 例
と に 施
と 伴 行
し い 規
、 、 則
併 勝 の
せ 馬 一
て 投 部

公

布

さ

れ

た

規

育 よ（
物 庁 る
品 上 開
の 川 発
購 教 行
入 育 為
等 局 に
） 告 関
の 示 す
実 る
施 工

事
の

改 十 部「
め く 二 を
、 ら 年 改
同 等 北 正
条 」 海 す
第 と 道 る
五 い 規 規
項 う 則 則 北

一 中 。 第 海
二 ） 六 道「
七 保 」 十 知

護 を 四 事
ベ 号「
ス 、 ） 堀

改 と
正 と
す し
る た
規 。

則則
を
こ
こ
に
公
布
す
る

及 の 馬 た ス 発 検
び 名 投 ト 表 量（
第 称 票 第 の し の
七 を 法 四 標 な 重
十 普 の 十 準 け 量
七 通 名 一 的 れ か
条 馬 称 条 な ば ら
関 番 を 関 重 な 保
係 号 枠 係 量 ら 護
） 二 番 ） と な ベ
。 連 号 。 し い ス
勝 二 て こ ト
複 連 〇 と の
式 勝 ・ と 標

規 票 を
定 法 改
の の 正
整 名 す
備 称 る
を を 規
行 改 則
う め （
た る 規
め と 則
、 と 第
こ も 百
の に 二
規 、 十

則

の

あ

ら

ま

し

完
了
（
四
件
）

ト く の
の ら 一
分 下 部
と 毛 を 達
し 布 次
て の 也（
〇 以 よ

。 勝 複 五 し 準
馬 式 キ た 的
投 勝 ロ な（
票 馬 グ 第 重
法 投 ラ 四 量
と 票 ム 十 と

則 騎 号
を 乗 ）
制 す
定 る
す 馬
る に

一 一
四 四
二 一

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し
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札の平道当を当

入次と
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にい成が該証該

納

行物 参ず

たに

加れ年う品し品 入

海名関者関

すに北指に

者該道競しでし 場るも

北 海

１
達民達

札調住調納契

入
す本す 付入約 を基を に

る期期 賃帳賃

する台る

借ネ借

道 公 報

北

次 海

この平 道

のと成 告

規お 示

則り年 第

は一

、般月

公競 号

布争日

第

三 ム 当「
第 枠 第 第 項 を す
七 番 七 六 中 加 る

附 十 号 十 十 え 重「
七 二 六 一 負 た 量

則 条 連 条 条 担 重 」
中 勝 第 第 重 量 を
複 二 五 量「 （ 「

枠 式 項 項 」 以 負

号

ロ ・
第 グ 四
四 ラ キ
十 ム ロ 平
一 を グ 成
条 減 ラ 十
の じ ム 三
見 た を 年
出 重 減 十

迅る要

に当告争、あ、

第札速こ求

所必す示入
になと仕

要る
なこ

フ書

北資と号関ア。様

道規るタに

海格。にす

合す名サ載

総定指ー記

画物停ビ要

企るをーの

地のさ・等

部品止ス件

項品ト品日間

物ッ物 事

平平でが

のーの

等ワ等

称シ様成成、有

名ク仕

平り 及ス等

る

びテ年年成得

数ム１２
１１

量用入月月年。

業札
務説日日月

端明か

の入

日札 告
か
ら以

施下

行
す入

る札

。

。
う

い
と

」

番 勝 中 中 を 下 担
号 馬 こ 重「 「 「
連 投 枠 、 加 の 量
勝 票 番 第 算 条 に
複 法 号 三 重 に 保
式 及 連 項 量 お 護
勝 び 勝 及 」 い ベ
馬 普 複 び に て ス
投 通 式 第 改 ト「
票 馬 勝 五 め 加 の
法 番 馬 項 る 算 標
」 号 投 」 。 重 準
を 二 票 を 量 的

し 量 じ 一
中 」 た 月
に 重 二「

負 改 量 十
担 め 」 日
重 る を
量 。 「
」 保
を 護

ベ 火「
加 ス
算 ト 曜
重 の

振貸てン満

域賃れメを

室のなナし

興借いテた

町格こスい

市資いンて

課有。体こ

村をとのる

こ整証

るがを

内す制と

ら日

れた

。さし

と備明

月限

機及）３を

末書木

度

器び
等要

様で該

１仕ま当

求日に

書。契

式

し間

月よだ期

１にた約
長

り予延

た。、を

当る

実
を

）

の算

示

堀
事
知

。道

る海

す北

施

連 法 」 な「 「
枠 勝 及 及 と 重
番 複 び び い 量
号 式 普 第 う に
二 勝 通 六 。 相
連 馬 馬 項 ） 当
勝 投 番 」 」 す
複 票 号 に に る
式 法 連 改 改 分
勝 」 勝 め め と
馬 に 複 る 、 し
投 改 式 。 同 て
票 め 勝 条 〇
法 る 馬 第 ・

量 標 日
」 準
に 的
改 な
め 重
、 量
同 に
条 相
第 当
一 す
項 る
中 分

と「
負 し

こる

るあ

いで

て者

９

１格

落北項契要
書 道規月

札約 海 交の１

務にた の作 付財定当 者

囲こ

価範る

単のす

より

６７８
内と

）
開札便札交

入入郵郵入

証び明 等 札保及説

便 開

報の 保金電書 に 札札付

４５

也
達

は

執

約 審海札入入

契北入
の札札 項 を札行

条 査道

っ市場 を 行幌

」 。 投 二 五
に 票 項 キ
改 法 及 ロ
め 」 び グ
る を 第 ラ
。

者かアイウ

はの
ア査請 の、審申申申 条

ら申類 のかの書 請請 ５

担 て
重 〇
量 ・
に 五
相 キ

３
入 一

の 。付
と件こ

こ条

方則りの

決成 規 競
札 般

定単 定の

法法た）否

昭め価 方要

予を

和
価っ

年定も

道場入

海 海の格て

北 北

道
則 合で月

規 総所１札

画付た効

第 企交当有

付 証る 場日場 、に交

よ
札入関所

除るに 入
免よ

。はる

る札す

所時金す

認事北
札

同同な道

ににめ項海

示

中
市

。。。幌

じじい

場
と央及 す場日 た中所

時

は所北日所時

き区び

電査西北北平

審条

、３

話結６海海成

番果丁道道

号を目札庁年

申幌別

請北市館月

請の ２のの

－者海中５

し出 規時方 まを提 のウ
定け ににな期法先 定で
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件
とな成請れ便海 条る

書ば番道 こら

合 一
ろな年類な号総 付

のら にい

企 般よ。月提な
出い－画 競り

加
自 参

方 札
地 入

、 争
は

査令 審行 の施 格
法 資

治
和

昭

。 地るの入

号 部すりな
限

下 振価に

以 域。単札

興）
限） 務 市制。 財 室のる

」 課範た 則 村のし 規 町

札 うで落 い内を と囲者

目
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６

西
条
３
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区
央
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知合北共水 －
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振目時

室
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町
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掲
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る
を書３ 加
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令

政
年
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。

号

一
二下

八
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令

政
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丁 と
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請申平申札株

申

平 の請成請幌式

成 者市会 概年

十 要月年の北社

三 住区北 日

年 月所北海

十 道 、

北 海

条次 北

廃第なの 海

１おと平 道

項、お成

棄
告物 詳

の産り 示の 細

規業で年 第処 は

定廃あ 理 、

に棄る月 及 入

よ物。 号び 札
説り処日

道 公 報

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

執 在 す続びの

。関手及

事お本行

るに日

第

者員

アイ

る捨税

落での

た業札あ一 分 落額て事

決加金者者る部 の 札を

とかに 定算額で

申税

にし）あになを免

当たをる相っ

号

げ金

札掲札

開に入

そ号
札に

に入等 の時る額

の
及係

お

一 日名条放

月 称西射

二 及９線

十 び丁管

日

タ

者番ン

表１セ

代目理

氏号ー

の１

火

代

名

曜

施

掃 明、理

清

請取

申表

よ廃設

関 に業設

に 書産
可

法 。物許

る る棄置

す
理申

律処
設
和設書

昭施請

務い国は

法許下

年置以

担使貨公

を称地て通、
る

す北郵電すす

当用開

道番番言。

る海便話る

の合及

織総号号語

組

び 名企

貨

称画－－通

及部

－ び地

出業

た金もか当たし事

るはる者

っ額っ免す者

てて税

とい

は当落事金、こが

を札。る

、該札業額落

格で入決たと

入金価者

書にとあ札定だき

札額

、、

に１する書後しは

記や落共

記円るかに速

で問載か札同

載未のを

れの、わすに者企

さ満

の費

、 他こ消

てびる

い
定にび

規告及

に公税

２

費

資る消

るめ方

す定地

有に
を札税

格入
し関以

日

北又川

所山

住
の役

者締

堀
事）

知名武

道氏

海は

律可
請請 第申申
が書

下
たい 以
っと 。

あ」 号

。
。う

の う

容 い

内 と

の 」

） 法

所域
在振北

幌線 市札内 室道

地興海
町
村市
課中－
央

ずる消が業

西
条
３
北
区

数札、こ費共体

た端入

費

額がに見と税同消

金

の業税

にあ参積。等企

とすっ課体等

当る加も

場税 金きるた税の免 該

は月業合事 額は者１事

そ、当者で業 の、
の消たであ者
て出 の
端費りあっ申 分

等契か、書 ５
数税のる

いる
なす下

金

等 しに税

の件費

者条消
たい 札しと 入反」 た違

規は） 務札。 財入う 、

１
也

達

無取 則、の

契平プ

資平者め・

る定
必も成ロ

格成にる

及

グ び年要の

ム

調度なと年ラ

等 第

要 ）

概 。

達に資す

は
規

、

北

地定 海

に平 道

よ成

方 庁

告自 意地

り 示治 見域
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６
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５
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に者３なの有

格る、
な新る

係はのら更
続認

営資のい手と

る、

た

を審請きめ

業格申。

る
はす

続の類旨

相査書

と海便話

次こ北郵電

、
よ環号号

掲に道番番

に
るり境

げ
申行生

請わ活－－
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３
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告市 業業業

て 示長 種期地

準年 第か 類間域

用 ら
す月 、
る 号次 公平今

共成金同日

第

号 北

函） 海

第平

備

道館 え

成 告開 置

条 示発 次い

に年 第建 のて

お 設 図縦

い月 部 」覧

て 号長 はに
、供準日

号

安的
保目解

２３

平除 林
成と
十し

三ての
年指

十

市

法 定

律 測
７岩

第 量年、

２月内
町号 級
準か石第

水日、）

測ら狩
市条 量

１

）月第

市らい

まの

日項

て 測

次準 量年、
用
とす 基月の
る 準

ら公法 のかり同 点日お

設平共第 新

量条 及成測
第 び

法
の

項 設２実２ 移年の

町と 測

お 量年第
り
第
公 ３月条
共 級

らの
量 準か項

測 基日１
に
施 成定

実 ）平規
を 点

す

省す用
か

旨 １る
る 年よ

同
次 し。る

、 略るす
ら

お の第
と そ法

の 、）

り 図

項
測 北１

共 を第
公 面条

理

実 根規
を 道の

量 海
一さ

月れ

二た由

十
日

防地

の用

害道

風農

火

す

備と

曜

、

北り
よ

に
定

で規

た
る

堀域
区

事の

知路

道道

海

がの ）月施

の
次

を

規
よ 北でしに ま了定 日終

測知 知、通 道旨る 海た
た
っ 堀法あ 量が 事

知
、 月通

和。 昭

測

でっ 法 まあ
量 日が

和。 昭た
第

律
法

年

る
る 庁よ

す 支に
施 室定

測 部知海 、 済通北 旨 経

っ事 法 務あ知 量 林が道

課
中和 び。堀 昭 及た

津年 標

日

定

変

也り
お

達と

め

北

道しそ 海

、の

道

道

同関

路 道

告

条係

法
示 近

第図 第

２面

昭 文

和 停

項は 車

達

の

律

也法
年

北

道そ日路 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年線 第

和面間
は、月

第
）
号

野郡野

原川原

ツ上ツ
剣
淵

也 第 役律 町達 法

番町番

場
に

川

平道路道区上

１２３

の線の郡

成路路

類名域淵

年種区剣

たのか

しそ日

更の
月町 、
面間
図週
係２

。関ら
は

の、 号

道

律定海

法 線規北

年 場
旭市交よ建

第に

川旭点り設

ま路道 ） 市町）道部 号

町条での路 第 旭２
２３供整

目を課 第 条丁用備 条
開及 １ 丁

年、一 号

道縦

律海の

法北般日名

建覧供

第
設に

路る 第用 道す ）部供 号
整。

字１

項及 ２課 第開 備 条

かネま

先ン先

地オ地

２

前後後後

らベで

字
ベ

別ネ

道根ン

日道温オ

更の前

車変後

停
淵

剣間
敷

線前別

場

建覧
道縦
海の
北般
、一

整。
路る
道す

部供
設に

北 の 目番始び 項

及
課
備

す
規 地る海

に

先。道 番定

網

か、

般土 先り

一走 地よ

業 旭路

道現 ら道

国木
え を

備 域

に 区

川号所 の

に道 定海 規北 の始 び

平

海区 、土北 り川 よ旭の
事間 道業知 の現道 次木

え供 供備堀 のに 路所

で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

地
の

道
海延

北

員ら
か 幅

知
事

木
土

川
旭
道
海

北
び

堀

長

一現

三業

六

い の

成置 次

え
備
に

所

て と

、 お

告 り

始 開い開 を置用 用

決示 る告也期 す、の 始て達

区
等 達複 道

国重

。示日 示
告

、
て
い
置

の間

也と



平
成
十 ののののの

三 地地地地地

年 点点点点点

十

北 海

３
者

名表立

氏住代位区

埋
名域置域

名氏

はの区

又
称所

道 公 報

免週１２ 北

公許そ間 海

有をの、平出出 道

水受願公成 告願

面け書衆 示の 埋た及の年願 第年 立いび縦

法旨関覧月月
日者 、係に 号

大次図供日

第

路呂見

路道区常北

２３
域子川

区訓常

線の郡市

名

府

置字番
町

号

の

ら成路

か平道

日
の１

２

類

週年種

間
、月
一
般日道

一
月 四点

二 等のののの

十 三地地地地

日

点かかかか

角点点点点

ウ方方方方

トらららら

フ向向向向

火 ツ角角角角

か

曜 度度度 ら度

方

の地等

常常常常次の四
点三

呂呂呂呂

常長常のを角

町郡町郡

井町点んト

呂呂地結点

ら線フ

字原字かだウ

町

にツ

常栄
のよ

呂久浦

敏

地っ北

の書す

地地点て緯 番番

とはる平

正
年お、。成

法り北
網月

第願道６

律出海年

が
た木

）っ土日

号あ走５

実１

第所

条業

２。現

第

先 訓郷地

戸

ま 子

か

線先

見地

北１で

府番

間ら

敷
地

。
る

す
供

に
覧

縦
の道

日 分分分 向分

角

秒秒秒秒 の
方方方 方 度ののの

向

分向向向

秒
の

地地地 向地ののの 方の
点点点点

ま囲

のでま度 先
をれ

有順た分 公
次区

だ経

ん東

結 面に域秒 水
線
び度 及

規置

のえ

項備

１に

の分

知

よ、道

にて海

定い北

有日堀

公の

、示事

り告

の起

面ら

水か

の
員らで

かま 幅
延

長
国重道線

堀
事
知
道
海
北

道に 道

規に

地
の

北

都定備 海

にえ

帯紋

道

よ置

市 広別

告

りい

計 圏都

示

、て

画 都市

第

次一

法 市計
計画

に般 画緑

と） 点秒 地

定 北

都し都

５

海

た平 道

都成

市 埋

告 立計
市 示 地市 画
計年 第 の法
画
の月 用

の３

てて也

立し

埋算達

面

地地地地地

ののののの

複北 等お

間別る間

津の とけ 区見
４

の

に
て
面立位区

埋

也
達

地地地す

ののの関

昭 地地地地

のののの

掲の 号

区げ縦

和 地地

町供

法 画市に

年 計る覧

律

ずがる

第 す村す

ら変。

地た 第

台し ）

ん更 号

区都

計 昭

）市 条

図 号和 途

書日
し
法 －写画 年の
律
を 第
北の

物海
設 第
建種 ） 場道 号 揚

部

点点点点点積

都類 条

四四点
等 等のののの

三 三地地地地

角 角点点点点

らららら

点 点かかかか
向向

ウ ウ方方方方

ト ト
ツ ツ角角角角

フ フ向向

か

地

事
工

点点点積る置域

の常次

施呂の点 ののの

を 行郡 地地地

区常の結 点点点

町点だ

かかか域呂地ん
に

方方方字か線

ららら

よ

向向向栄ら
のっ

角角角浦

点点点点
点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点
角角

向向向向

方方方方

角角

図 に

音紋の 項
画 ２

計 第
写 て

町市の い
書 お 更別

し 準

一 を 用

三 北 す

七

市 第

設 第
建 法

道 同
海 る

村 規
課町 の

画市 項
計 ２

置海 よ
え北 に

備名 定
に

に
一事 次
て知 、

い道 り
縦 げ

の堀 掲
般

度度度 ら 北度

方 緯

度分分分 向
角 度

秒秒秒秒 分の
方 度ののの

方方方 秒向

分向向向

東
秒 経
の

のののの 方

地て

地地地地 向 度

地点囲 度度度番
まま

のでれ 分分分先
をた

ののの有順区 秒秒秒公

向向面結 方方方水次域
ん 向

だ
線
及

のののび

地地地

度度度度

分分分分
方方

のののの

秒秒秒秒

向向向向

方方
地地地地

のののの

部
の課

画 項
計 ２

市 第
都 条

が
す 村

供達 町
に 市

覧 る
決。

る也

点点点点 分
秒 と
点

地

点点点の

地
の ）

点点点点

の



北 ２３４５６

道
海

事施第施終

告

行了

一

示 業種

第

認認

市
行街

施地可可号

開
再

北 海

の１ 北

都終 海

市了平施 道

再に成 告

開つ 示

発い年行 第

法て
、月者

昭次 号

和の日

道 公 報

別田田

釧帯千千紋虻虻

圏恵恵都都都

路広歳歳

計計

都都庭庭市市市

圏

都都画画画

市市圏圏計

水

画画市市公公下

計計
途画画道

地用計計園園

区

第

路路

札函函函室室釧釧

圏圏圏圏

幌館館館蘭蘭

都都都都都都

圏圏圏圏

市市市市市市市市

都都

画画

計計計計計計計計

道道用地

画画画画画画

別水路路途区

道用特下

路途

号

成
平

都

平市

成年
十
三計 月

年
十

業
年年 事 地発 行のの 日

間区称日日

名
月月 の 期

川１成成

平平砂東平平

成成
市南

年年東１年年

１地５ ５

との
称

第可
律認名 法り

年お
し

式限

第新株有

）。
号た

の農社社

条川会会

７砂
業

画域園地

計地公緑 道地計
）

区
地

二
第

苑
文

地
域業域画

地工

）
区

地
苑

区文

一画 月
二
十

の 日

種

火

類

曜

月月条区月月

南第２ ２
かま丁種

日日１一日日

１再
番地
７街

らで目市

崎ん

の協岩ほ

業
事
発
開

に合店菓

定組商だ

規同

第知

、道

り海司

よ北子

虻虻

再
地
街
市堀

種
一事

歳歳別田田

釧音千千紋 釧
市町市市市町町

路更 達路路

江大大大登伊釧

町市市市市

別野野野別

市町町

日

堀
事
知
道
海
北

名
村

町
市

２

規道格格ボア

の資資ア
業

令定税ののイか従

政

ーウ員

第にを種種ラら

よ滞類類

２１
第

業
事也

発
開達

通資政規意

資共各に同

第す得

要的格令定を

格

るて

件資の

舎 めるボ庁庁 定す

格共

政品ラ等等 る物契イ舎

又約等掃備 令等ー清警

き資種

平掲づな該

１
第

格成る設格類

成資平げ
種立の 年の
種年類さ第契

資
也

達

月類度のれ５約

方を
第 地格

び
定

法た の 治め 条 自

。 第 施

り納ごご等まの
に の競しとと運で中 条

操い、 ４争てのの転の

件件作ず労 第入い要要

安 項へ者はれ働 ２札る
参な次も全

ので、に

と当生 令加いの該衛 政
排とおす法 第をこ
除。りる

条さとこ昭

者い

件のる 条 要通

含 第 件成は ４ 要未者 の
、れ 項 、者ま １ は年
被な
佐。 令 ら保い 政 か
ま人） 第
又で で

運のの

の条はな

託託 成同の転委委 平は

約約 年第作契契 ７条操

に類託 令号委 政３種の

規契 第

約 定

舎舎 る資 。ボ庁庁 す 号

警 定格 下ラ等等 特 以イ

及及契たのに

ー清

利をり

日びび約営２よ
達

達成係を除調

調平に
る目き を

般と以す

す年一的、を

な地

物に競し下る

る度
品お争
札法格公

等い入い資方
と団

は道又人」共

又て

の
項 令２ 行

特がは又

定 和規 昭
一 第、 令り 政よ 年に
般

のれすと和

以争 。競 号

てる。

項者律

１る法

第い。年

にで第

おな
準と第

てこ）

いい号

用。

いの被い
場規

るに

す条

補こ ず
項で

に１人。

れ第助と

すいて

当おっ

該にあ

も

締

と用約

こ準契

るて、

役

る場の

する結

とす

種 の 例運 務 特の等掃備

は 」作 類類 令操 種 政転

う達舎 当 い調特庁 、 と
）す役清 右 。を等 該定

の 定 ２物 に務 第る掃 欄

の

定締指はい体

め 条品

し競合。物

役結名組う
しは等

のよ争若）品

務

は

類と札く、又

種う入
る参そ該特

北すには当
連欄役

道契加の中定

海

の

事のる合に務

知約す

堀ちをめ調

う者会定

又
札 下入

次法除る達

争 い競 と名 」指 令は 政
う 一。入

三）札

八

参 第に
加

むボ

含る

をす

合定

す 条

に
をめ

。合た

）ラ

。イ

種 第等

）な
。要

む必
含

と に
の 号は類 も ２又 る の律くも手

。
定る
す 規

の規）との

表の。の続

に必、例

左定にし特

達

５
る の

に基要当を

也欄

及な
項要

必 １
に 第

者



３１
第

う半資申

平 経中。数格請

成 小 済）を審の

十 企 産及占査時

三 業 業びめの期

年 等 局協て申

十 長業い請

北 海

中。は。

合和うきい

３
資

下に２

年 小 い格以）、

律 業 こ種つに

法 企 るの

小て定

第 等 と類中い規

協 。ご
と企はす

道 公 報

平平

庁アる書

アイウエ

備提成成

舎か警こ警の

備 等らと
業 警エ。業出

法 備ま法を年年

で第行

第

平る

い庁ア２い

アイウ

１成成こ

る舎か建第平

と

こ等ら築

と清ウ物項

。掃まに第年年。

でお１

号

成成

技名平平

ー１
イウ

士以
の上
資い年年

協 格る

一 同 が組るの

月 組 行合と時

二 合 うにき期

十

法 官あ。及

日

は法 ３
需て方 第 公っび

組設 第
格、 条
適

火

のの 号
合立 ４

曜

同

掲 明に
に 証際

等当資 ）

組 の業、る 号

の ３

法 件協該格 第

合 要
の同中

例合企類

昭 特組小種 条
１ 」業ご

和第

法第 い協の

年項 と等と

号 第。組件

律７ う同要

）合の に
及又う 掲

条て１１

昭 の５っ月月

ずのい日日

和 い

定こ在ら

年 れ規る現か
お成

律 もにとに平

法 に
第 該よ。

当るい

す届て年

号 る出引

第
こ書き月 ）
との続

条
。提き日 ４

いるの１１

のけ号月月

れ生録現か

ず衛登日日

も環受に平

に的を在ら

該境けお成

当のてい

す確いて年

る保る引

こにこき月

と関と続

。す。き日

日日

はと１１

又こ月月
に平

第在ら

法現か

同。
条お成

にい

規て年

定引

すき月

る続

ボき日

日

有
企 すを

る 有格
げ を資

。者 合 きる 組 とす 業 る

で
も
る 下あ 以

びはち 号

構 組
が 業
の 企

小業業 第る 中協営 ）げ
業合数 条業 企組年 ３協

体次係 規合 団がに に組
ののる 定
織ず格 る下

組い資 す以
にれ要 中
すには 企業
関か件 小協

で の

出２ま

る該、 業組

要上間 定

必以の 規

を年
の る

すのそ よ

とそに に

にを業 備

者業事 警

る事
る 認

っん係 の

あ営に 業

、る績 を

はい実 定

てで

間

律以の

法年で

る２ま
上

事の

和のそ

昭そに
係

律営に

法を業

年業事
でる

第ん

で

イ２ま

）る績

号い実

そに

技上間

ー以の

ラ年

修業事

習事の

講のそ

能

る

資ん係

の営に

了を業

成 合

有る績

をい実

格で

次

４１
第

い過
の と
員 」

ず

３審請い

格申の

資再

庁が。の事れ

所い査の

律す用 協」
法当適 等合
るし 同と

組昭いとな

等等） イ舎舎注 ボ庁庁

掃備期幌 ー清警１２ ラ
有 け

当こを 受

申ボ市 等

２

い出て

届。し て

該と

申格

請格た

申資し資

成

を

法の書の 方査請

の審

と有

第こ

のて

条。し
知知

合

設

の

成済に立に事事

平経
産定の定が

すこを
年業め際め特指

がて

者。し

ると有

資ら時
な随

。請ら

審い申か

格なに

査

申に

舎札再由か

のたを

す

掃に当

清市請該

等幌
ので

庁も者

はるる

又あ
備申続

警、き

等は引

舎
資書資

の請き

時」ラあ 転随請イに 運

請は等も 作申とーる 操

との転は 総総」１運の
操、 務務

請 管総１に作申 部部は
め資書 財務の定の

定時審を

にる格類 課課

申類

務務め期査総 総総

次す
、出
は提類

請を

種

と申場 時 表こ
のる随の

るり
めよ請合

定に申 に

に定

た 請わ主道 申行請

局るのる
期要る

月長時構時必す

行及員及と日

５が期成

うびのび認

日

該半該た

水官当過当め

が業

か需証数企者

）公

格合

平格を資組

ら適明

合けを又

成組受

で

申だ受ま
年のた有は

特け掲

は、付に

請しけ
者

の政。る

次例るげ

、
条の

に４外

号第以

各令

類格

区定
る規
げに者

掲

の務よ

査総得

審をを

格

る

を務す

請総と

申部う

す課

一 るにも

三 者提の

九

格

ちな資

うし、

の出は

申部 部部るにの務
、け

財務期う請管 管総時行
外請す課 課課以申を財

主管時い者提

のをるに
うし すたす期うの出 管

営支行ちな るるるに。
申主れ 庁業庁う、け 支

な 総の総請たば の所の

け書に る

書な定外

をる

る 提ば期業あ のれ営 類
な申 先らのが者 出な所

。提請た 、い主道主 に

の業 る 提営 該内 たる 当

場 のあの 先営 出所 出に

証とす協

を。者組

月明きる業

けあが

日受で合
業さ

）中企立

金たる設
と

業合た

で企組れ

ま小
組業

同協。

協はき

等又

当調
じ定
応特

にる
分す

定締
にの

号約
各契

該達

れ審

期込
時見
るが

め結

営ら再

るなの

たば査

主 い営ら 務所務

請

業な申

い 会地総い業な 部在部

が。 計を務、所

る在 指業所

定札 課所課 よが者を に合地 所 示先

業
協

は
又合

合組

作
り所 き

けと
なる

しれ
にま

組

、
ばは
れ



１

達札

札調電調入納契

入
付入約 を計を説 に達子

及

する機る書

す算す明

る期期 賃賃

貸サ貸び

北 海

北

次 海

の平

１２

道

と成

て

告 第当、

お 示 ２該当

り年 第 に資該

一 規格許

般月 定に可

競 号 す係、

るる免争日

道 公 報

１格資格

月資資

２６
第

格日効のに格を

資１有

す喪す

の前期有関の有

あの期る失る

有で間効
を示が

期る更間公者

効
間場新

第

該

２５１
第

申出格格

格再再提資資

有業請請先のの

を企申

指効効

す組のしの有有

又法う示期期

る合方よ

ではとに間間

者

号

行
を

平う資中

成こ格小
十とを企
三が有業
年です等
十

日間

借ー借要 事

きる協

様

品機品仕

項物バ物求

の等の書平平の

等器等

囲

名）仕に成成範

称様よ

で

及１等る年年内

び式。

数月月、
平 量１
月日日成

当か

に登

格業、札

資営許入

要
法を

にし等下

件関録以

該

消」

しのり札

当令取入

こにれい

い定さと

な規

を次
とると。

とよたう

、は続新行の

は合手更

格平よ予ず

資、しうい

とでか

を成う定れ

有
る１るる該

す年すあに

認１はです

と月者の当

た）平当こ

め日、、る

あ協すよ及

旨か成該と

も組者作当

る業るりび

にで、し期

の合は成該

るる３申の

限あ第た間

）格２書新

。資の請更

変有表を続

ををの類手

しる随出

更すの提

一る者同

月。の組

二当合

十該

日

るを
係合

に組
格業

資企

火

業く
営除

曜

た木ら年

相）
を。

り）平

の成月

単

度
月限

）３を

価年日
た約
。契
で該
ま当
日に

っ可。を

な許き）

だ期

き許す北

と免施

た、実

事

録知

登。道

。、る海

公と

場
る
す
要堀

を
等

のら
知成１にっ

通平年示な

月基た が
っ３平きき

あ年にづと

新、

た月成更は

日
日年手当

ので及を資

そま度続該

がす平うを

日とび行格

な

た者時し

平る成こ失

ののれ

のそ請け

もで申
な

員のら

成合な

構場ば

し類

更書。

変請い

を申

の出

も提

たの

日

又格
併資

合る
、あ

続で
よ者
にる
渡す
譲有
はを

し間

し構
継の
承そ
りで

６７
算長
予延
、を

入開開札札札交

入入入

札札札付 証証明

保保説

也

に
合達

及及の

金金書

４５

い
お

道執

約 審海札入

契北入

行幌の札 項 を札行

条 査

とう

っ市場 を

成。

年。。

１の

年度
者かアイウ

はの

請 の の、審申申申 条 こ
札かの書 請請 ５ 入ア査

３

当
、
に
先

ら申類 の

こ条 次

当当と件

い成該該。付 号 の平北

物物一 ） 海
の 道 ず

のに競 規 の れ年品品般

者員
た成

に北

２
資

び交

す
加 入参

に
納札
入

約に

契契付 日場日場 び
証す

時所時保保関所

約
は事北北

金金る

証

道道

成にに、項海海

平
同同免

。す幌納

年じじ除札出

。

所 示

３。中物

月る市局

区び 場
と央及 す場 た中

条

、３時

は所北日所

き

６海海

北電査西北北

審

本

道番果丁道道

海話結

納申幌庁

出号を目札

請北市舎 局

２のの は

物－者海中１

方 地まを提 の 、ウ請の

期法先 定 方でし出 規時

めれ よ 治定け に 自にな

条 施るば平申け郵 る 法

ば番 件 行とな成請れ便

書 令こら

一
ろな年類な号 付

のら 昭にい

般
和よ。月提な
出い－ 競り

入 に 争 も海障関争 定 競
告発、札 基 入 該道害し

く 参 す示生要参 づ 札 当

に仕資 指 加 る第時求加

名 資 こ

速書の 停 格 と号、様格

期 指 規やに審 止 者 。に
停 すな載 間 名 定か記査

事 物応要 で 止 る体の 中

資
な
要
所必
に
者 場る

な

幌
と札

こ道
る海格

す北

区管

日央品

り中
有市

が

６

午西
条

）３課

月北理
丁

前

に道央階
時目

品

通出区物

理知納北品 － 管

す局３管 課

る物条理
札 線管６入 内。品西課

課目室

理丁

－

争、日先。

入 年２かの
示北 で 令のら指 札 政

及日に海 あ 第

びまよ道 る

でり札 の 号

掲成市 、 以

に作幌 で 。

るた央 札
げし中 入 下

格請北 参 令

資申区 に 政

務い 品の件

を書３ 加 」

理で 賃れを 処者 のと等

領る 借体た 要あ 貸る満

資をて こ の制し

をする 成。 格有い 平と

を ９
すこと 年
有るこ ４

こ。証 月
ると

と明

６
西

条
３
。北

る区
得央

丁

一目

四
〇

い

有類条 し と

本
道
海

北

。

る提６ うう
すを西 よ

な

どし目 す ）

か出丁 と

者 け

た 付
。し 日

第るう

屋
塔

舎
庁

第る
あ 総

で 局



事 北

都は 海

、平 道

完成

市
空計

平 了 知画

成 し年 支法

十 た 庁

三 。月 告昭

年 示和

十 日 第

北 海

細

あ部契こ詳

で一アイ

免に入は

るに約名所の

事すの入

を税関札、

か

事行説

し業る執札 在 申
出者

道 公 報

額た者

消落

加額費札 に で 入落を金

決 金算）税者 相 あ 札 札

す か 定 額しを等と 当 る

税っ る 免 に 等たも課な

額て事た 金 税 当 に金っ

係

第

北項契要そ号

１格

札 規月掲

約 海の１開に

たる 作

財の 定当げ 書 道

成 規に より入 の 務時 に
定単及 の 則お りの札

号

８９

等者 及
便札 交便

郵郵落

方に
よ決 信

電 にの 付び
よ る定

一 年

月 号 支法

二 律

十 第

日

号 庁

第
）

火

第
条

曜 告

称地、書

るが務は明

１

開よ

とる担公に

こいを
きす北郵電する

。と当

。

だはる海便話る。

た

織出号号

し、組道番番

落同の納

、共
札企名局

者業称物－－

が体及品

－ 共消び管

を 業 っ る落業者 額 事 た

等、 入 者 て 消当札者は

金格の落 札 で は 費該価

入 及額と申札 書 あ 、 税

記 か 札 びにす出決 に る

円の後 載 を 書 地１る定

わ 記 消未で速 す 問 に 方

入か こ ず 載 費満、や る
見 れ端札に と 、 さ 税の

。

い

積 た 以数に消

）否他こ

昭て め価び 要

２ 予をの

和、 た
北規 価っ告

年に 定も公

道す 入定

海定 格てに

則資 月る

規る １札め
を た効札

第格 当有入

。し の入関

号有 りなに

認
は

札

法札入法
る 入方

付
交

で。

所い

場な

のめ

項

る
す

日

規
の

示

為
行

発
開

の
次

る
よ

に
定

同費所理

に

企税在課北

税札内 体免道

業等地海

場事幌線 の
合業市

で者中－

あ申央
条

、を３

て書北

っ出区

金 下が参費
の出西

そ提

っ 額あ加税

も

費とるの

た に 消るす等

は税 月 該 税き者課

１ 当

た 額 」、、事 当 金 等は

いの費者 り の とそ消業

の う端税で

にる の約 。数等あ 分契

に額 の額係か ５金 ）金

る

以な 単札す
取をる免

者 ）限条

下い 価に

務し 制。に 財の のる件

則入 のし反 規た 限）違

と、 囲者た 」札 範たし

う務 で落札 い財 内を入
則 ）っ者、 。規 あ札は

事
工

る
す

関

。

てと無

北

都は 海

、平 道

完成

市
胆計
了 振画
し年 支法
た 庁

。月 告

と
員こ目

成る丁

構す６
開所開

は
事１２３

。
の

成発る発及発

、平開れ
区地許び許

完
了

を名年

し年域域可氏可

又の た

課税 相の

。月は名受月

扱切

いり税事 当
るて業の者

捨事業 す分

北

都

１２３

道
海

市 開れ開所開

胆計 発る発及発

振画 区地許び許

支法 域域可氏可

庁 又のを名年

告

最す効 第 第

は名受月

低ると
。

第価各る

の。す 条 条

事 北

都は

３

海

、平 道

完成

市 所開

上計 及発

了 川画 び許

し年 支法 氏可

た 庁 名年

。月 告

許

発る発

開れ開

１２

月 名受

又のを

域域可

区地

昭 は

示和

日 第

年
号

第
律

法
第

）
号

工称け日

条

含の番

に者び

日区た及

田崎成

虻虻長平

ま住号

田
郡郡

町月

田田夫３

虻虻良年

昭

町

示和 工称け日

第 区た及

年 に者び

号

第
律 ま住号

法 含の番

上上有平

） 川第川限成号

郡２郡会

鷹工鷹社年第

区栖３

昭

町）町齋月条 栖

示和 日

日 第 及

年 び

号

第
律 号

法 番
株平

）

式成号

会
社年第

６

に者

区た

工称け
龍月条

市市

川幌

滝札

ま住

含の

の
項

１
第

町区

金央

黄中

振 よ

胆 に

道 定

海 規

北

一 支 る

四 庁 次

一

行

天 発
開

長 の

字字

胆

砂町

高栄日

北町

番建 海

地指

１ 胆第 番 道
振
う 支－ の
庁

第

天
長号 ち

９藤

１ 線工日

号所上の

番１業項
に う番代設定 の４建規
よ ち地表第

、取
締－る
次 役

斎開

号 番の

代日１

６第

う行

の藤発

締建海 規

取空北 の

表項

川 よ

第上 に

役指道 定

合
号長 の

４庁 次

田－支 る

条

１２

西南

行

馬 発

彦開

北目西

丁
海
空地目

道番丁

知１
支

２

長か地

庁ほ番

純 る
す

直 関
に

谷 為

水筆

、隆に

ち信為

純
直

谷

工

関
す

工
る 番

工

夫 る
す

久 関
に

籠 為

彰）
区
秀工

２
元第



３

道当こ当る件こ

るあ条
一
の 成が該と該こ付

平
行調を調と入

物競
札 年う達証達。般

名品し品争
は 北指物明

道競にたに入
、 海

北 海

２

調納納札の

アイウ入次

海海参ず

達北北北にい

す道道道加れ 入入 を海
川川るも

る旭旭旭すに

品東南凌者該 期場 物川

道 公 報

１

ルそ

札調
入アイウエオ

内ャァーの に達校キフ
ア類

すサッイタ他 付
を

するーシ

る物バュウラ

品ーサォルッ

第

北

次

３

海

の平 道

と成

所開

教 及発

お 育 び許

り年 庁 氏可

一 上 名年

般月 川 月

競 教 日

争日 育 及

号

発る発

開れ開

１２

平区地許

成域域可
十又のを
三は名受
年工称け
十

方 告争関者関札
地 区た

あ、加
自 示入しでし参

に迅る要資
治 第札、

法

と仕の施 号関速こ求格

規るア。様審行 にすな

定指フ書査令
和 るをー記昭 す名タに

物停サ載

品止ーの

高雲に当

政 のさビ要年

の日所等等高必す

等高
校学なこ

仕学学等要る

成格。

等平校資と

様校

説月
札１

入年
明
及

書日

等ーーーク 事

ーー無

項の本バルタ・

名体
称・本・停
電
装

及ソ本体

置

びフ体・

量ウソフ）・

数ト・ソ
ェケ

アトウ種

ェフト各

ア）ブ

海ェアー

北）ウ

入

道

局

札

び

告 番道

示 号教以 第

育下
号 長平庁 崎成入

上札

良年」 川 夫３と
教

う

月い

育 日。

一に者

月含の

二ま住

十
日

虻虻

郡郡

田田

虻虻

火

町町

田田

曜

等令 購れス件

清栄

字字

等いメを第 入て・

のなン満

格こナし。

資いテた号

有。スい下

をとンて以

すのる
を」

こ制と令

る体こ政

木
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